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メドウフェスク(Festucαprαtensis Huds. )の黒さび病(Pucciniαgraminis Pers.) 

は本邦では成田により 1959年浜頓別での発生が報告されたのが最初である。成田は本病はチモシー黒さ

び病菌(Pucciれ αgrαminis f. sp. phtei-prαt e nsげ Stakmanet Piemeisel )によ

るものと考えた 2)。西原 3)も著書の中で成田の考えを支持している。しかし，成田の場合も， また西

原の場合も，接種実験の結果を踏まえたものではなく，いわゆる状況証拠によるものである。

1989年，札幌市豊平区羊ケ丘の北農試闘場にメドウフェスクとチモシー (Phteumprαte ns e L.) 

の両方に黒さび病の発生を認めた。そこで，両者の黒さび病菌を採集し，温室においてチモシーに対する

接種実験を行って病原性を比較した結果，両蘭は異なるものであった。

つぎに，メドウフェスク黒さび病菌を用いてメドウフェスクのほか，F. pγαt e ns i s va r .αpe九九-

Z九α(DeNot. )Hackやトー Jレフェスク(F.αruπdi九αceα Schreb.)などメドウフェスクに近

縁と考えられる植物に対する接種実験を行って反応を比較した。これは前年の実験で F.prαt e nsげ

var.αpenniηα がトーlレフェスク冠さぴ病に容易に感染したのに対しメドウフェスクは感染し難かっ

たことによる。すなわちこの植物はメドウフェスクよりはトーJレフェスクに近縁ではないかと考えた訳で

ある 4)。そこで今回はメドウフェスクの病原菌を用いて接種実験を行つーてみた。

結果と者察

1. チモシーに対する病原性

チモシーの黒さび病感受性株(栄養系TM60)を供試し，同一葉の一端にチモシー黒さび病菌を他端に

メドウフェスク黒さび病菌を接種したところ，前者は大型の夏胞子堆を，後者は微小な点型の夏胞子堆を

形成した。これにより両者が同一でないことが明らかとなった。

つぎに，チモシ一品種センポクの各12個体にチモシー黒さび病菌とメドウフェスク黒さび病菌とを接種

した(表 1)。チモシー黒さび病菌は11個体に夏胞子堆を形成した。これらは感受性を示す大型の夏胞子

堆を形成したものから抵抗性を示す小型の夏胞子堆を形成したものまでさまざまであった。一方，メドウ

フェスク黒さび病菌も 5個体に

夏胞子堆を形成したがいずれも

抵抗性を示す小型の夏胞子堆で

表 1 チモシ一品種センポクに対する接種実験

あり， 7個体には夏胞子堆が形 チモシー黒さび病菌

成されなかった。これからメド メドウフェスク黒さび病菌
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夏胞子堆形成高度抵抗性
供試個体数 個体数 l個体数

12 

12 

11(S-R) 

5(Rのみ〉 7 
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ウフェスク黒さび病菌はチモシーに対して弱い病原性を持つが圃場で黒さび病を起こすほどではないよう

に考えられた。

F e s t ucαprαtensis var.αpennina K対する病原性

F.pr αt e 九s~s var. αpen九tπα，トーノレフェ

スクおよびライグラス類 (L0 l i包mおよびFe stμ o l i um)に対する接種実験を行った。乙れらの植物は

メドウフェスク黒さび病菌を用いてメドウフェスク，

2. 

メドウフェスクの Barpres一

t 0， E n s i gn， F i r s t，. P a 1 t e rおよびTrader1[90%以上の個体に夏胞子堆が形成された。 Festina

の擢病個体率は 59.1%とやや低いが乙れは抵抗性品種でしかも 4倍体のためと考えられる。チュニジアで

温室で育苗し，径約 6cmの素焼鉢に個体植えとした。結果を表 2K示した。

育成されたGrombaliaは供試したメドウフェスク品種中最も低かった。この品種は，前報でも言及し

OEODリストではメドウフェスクとして登録されているけれども卜ールフェスクの形態的特

徴を備えている。ぺレニアルライグラスも 2品種を供試してともに高い擢病個体率を示し，

たよう l乙，

恐らくはメド

成植物を用いたメドウフェスク黒さぴ病菌接種実験表2

擢病個体率(%)
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ウフェスクとペレニアルライグラスの雑種と思われる Fe S tμ oti品m の2品種もまた高い擢病個体率を

示した。

ト-)レフェスクは 4品種を供試したが，いずれも擢病個体率は低かった。また，形成された夏胞子堆の

周囲が広く紫褐色に着色した。 F.prαtensis var.αpe九九Z九αは 93.3係というメドウフェスクなみ

の高い擢病個体率を示した。夏胞子堆の大きさでもかなり大型のものがあったが，夏胞子堆の周囲に広い

クロローシス様の退緑色部が認められた。これはトーlレフェスクに似た反応と考えることもできる。

以上の結果から，メドウフェスク黒さび病菌を用いて F.prαtensLS var.αpe九九Z九αの分類上の

帰属を考察することは困難であると考えられた。闘場では卜-)レフェスクにも，また F. prαt e九SLS

var.αpe九九Z九α にも末だ黒さび病の発生を認めていない。最近，米国オレゴ.ン州ではト-)レフェスク

黒さび病の発生が著しいといわれる 1)ので，メドウフェスク黒さび病菌とト-)レフェスク黒さび病菌と

は病原性を異にすると思われる。今後はさび病菌にこだわらず，種々の病原菌を供試してこの問題を追求

してみたい。
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Summary 

The stem rust fungus (Pucciniαgrαm L n i S P e r s. ) i s 0 1 a t e d f r 0 m m e a d ow 

fescue (Festucαprαtensis Huds. ) was weakly pathogenic to timothy (pμe叫m

prαtense L.) and was pathogenically different from timottJ.y rust fungus (P. 

grαminis f. sp. pμ e i -prαtensis Stakman et Piemeisel). Festucαprαt e ns L s 

var. αpe九九LCα (De Not.) Hack showed an intermediate reaction to the stem 

rust between meadow fescue and tall fescue (FestucααrundiπαceαSchreb.)。
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